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学力向上フロンティアスクール中間報告書

都道府県名 福島県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 福島県大沼郡会津本郷町立本郷第一小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １３
１９

児童数 ５９ ５８ ７３ ７５ ６６ ６４ ４ ３９９

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

主体的な問題解決による、確かな学力の育成

２．研究内容と方法
（１）実施学年・教科

３～６年 理科
・学校として平成１４年度より理科の研究を行ってきた実績があるため。
・児童個々の考え方を生かした学習が展開しやすく、体験的な学習を保障しな
がら確かな学力を育成することができる教科であるため。

（２）年次ごとの計画

○テーマ「主体的な問題解決活動を引き出す、指導方法・指導体制の工夫改
善」

○研究の見通し（仮説）
・校内研究主題を「主体的な問題解決活動を通して、自然の不思議を豊かに
実感できる理科学習」とし、次の手だてを工夫して主体的な問題解決活動

平 を引き出し、確かな学力の育成を図る。
① ＴＴ指導や少人数指導による個に応じた展開の工夫

成 ② 指導と評価の一体化

○研究の内容・方法15
① ＴＴ指導や少人数指導による個に応じた展開の工夫

年 ・児童の願いや考えを生かした指導計画の作成
・ＴＴ指導を生かした個の力を引き出す学習の展開

度 ・少人数指導を生かした多様な学習の展開
・発展的な学習や補充的な学習の工夫

② 指導と評価の一体化
・単元ごとの評価規準、達成基準の作成
・ノート作りと共感的評価の工夫
・意識調査による実態と変容の把握
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○テーマ「個に応じた学習の深化」
○研究の見通し（仮説）
・校内研究主題を「主体的な問題解決活動を通して、自然の不思議を豊かに
実感できる理科学習」とし、次の手だてを工夫して個に応じた学習の深化

平 を図る。
① 発展的な学習や補充的な学習の工夫

成 ② 個への関わりを強化する授業の展開
○研究の内容・方法
① 発展的な学習や補充的な学習の工夫16
・発展的な内容や補充的な内容を取り入れた指導計画作成の工夫

年 ・発展的な内容や補充的な内容を取り入れた一単位時間の展開の工夫
・発展的な内容や補充的な内容に対応する教材開発や提示の工夫

度 ② 個への関わりを強化する授業の展開
・単元ごとの評価規準、達成基準の活用と改善
・学力テストの分析と個への対策
・ＴＴ指導や少人数指導を生かした学習状況の見取り
・意識調査による実態と変容の把握

（３）研究推進体制
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全
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員 協 環境整備部
会

議 専門部
調査・資料部

会フロンティアティーチャー

日常指導部

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

（１）ＴＴ指導や少人数指導による個に応じた展開の工夫について
① ３年以上の全８学級でＴＴ指導による授業を行うことができた。学習内容
と児童の実態に応じた課題解決の方法別によるＴＴ、児童個々の学習状況を
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よりよく見取るための一斉指導でのＴＴ、特別な実験コーナーを担当するＴ
Ｔ等々、ＴＴ指導のよさを十分に生かしながら、多様な学習を展開すること
ができた。

② 単元、または小単元の導入において、自由試行活動を積極的に取り入れた
ことにより、児童なりの疑問を持たせることができた。その疑問が発展的な
学習につながることも多く、少人数学習で追究の場を保障することで主体的
に問題を解決しようとする態度が育ってきている。

③ 下のグラフはアンケート調査から、児童の変容をとらえたものである。
(対象は３年生以上全児童 「理科の学習で不思議･疑問に思ったことがあ）
るか 」という問いに対して 「よくある 「ときどきある」が平成１５年１。 、 」
２月では８割を超え、５月と比較して伸びていることが分かる。自分の疑問
が学習に取り上げられることで意欲の喚起につながってきたものと考える。

理科の学習で不思議・疑問に思ったことがあるか。

（２）指導と評価の一体化について
① 単元ごとの評価規準、達成基準の作成を行い、到達すべき基礎的･基本的内
容を明確にした授業を実践することができた。また、発展的な学習の姿をイ
メージできたことも作成による成果であった。

② 評価の観点を１時間１観点に絞ったことで、ねらいを明確にした授業創り
に結びつけることができた。

③ 共感的な評価により達成感や成就感を高めることを意図したが、その手立
ての中心をノート作りに置いた。下のグラフはそのことに関したアンケート
結果である。｢理科学習の進め方｣｢理科ノートの書き方｣等を全児童に配布し
繰り返し繰り返し朱書きのコメントによる称賛や励ましをしてきたことが変
容につながっているものと考える。

考えや分かったことを分かりやすくノートに書くことができるか。
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２．今後の課題

（１）評価規準表の有効活用を図る。
① 今年度の評価の取り組みを反省し、より具体的に児童の姿が見える評価規
準にしていく必要がある。そのことがねらいを明確にした授業の実践につな
がるものと考える。

② 評価規準と発展的な学習、補充的な学習の関わりを明確にしていく必要が
ある。

（２）個への関わりをより強化した授業実践を推進する。
① 教材開発、地域素材や人材開発、理科的環境整備等に力を入れ、教師自身
の力量形成を図りながら児童一人一人の思いや願いを大切にした授業創りを
推進していきたい。

② ＴＴ指導や少人数指導等、多様な学習活動を保障する指導体制を更に充実
させていく。そのことが一人一人の学習を保障することになり、個々の可能
性を引き出すことにつながるものと考える。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

○理科学習についての意識調査 （５月と１２月に実施し、変容を把握する）
・意欲や学習の満足度等を調査する。

○学力調査 （２月に実施）
・ＮＲＴで学力を調査する。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○研究公開
日 時 ： 平成１５年１０月２２日（木）８：３０～１６：３０
場 所 ： 本郷第一小学校
対 象 ： 福島県内の小学校
内 容 ： ・全学年の理科の授業を公開し、授業改善について協議を行った。

・福島市教育委員会教育実践センター指導主事熊田晴彦先生を講師に
講演会を行った。

（演題： はてな （疑問 「なぜ？ （原因 「なるほど （納得）の楽しみを自然から学ぶ）「 」 ） 」 ） 」

○研修会
日 時 ： 平成１６年１月３０日（金）１５：００～１６：４５
場 所 ： 本郷第一小学校（会議室）
対 象 ： 町内の小中学校
内 容 ： 講演会

・講師 小荒井 実 先生 （ＮＰＯ法人わかば自然楽校理事長）
・演題 「会津の自然」

○研修会
日 時 ： 平成１６年２月２３日（月）１４：３０～１６：４５
場 所 ： 本郷第一小学校（会議室）
対 象 ： 郡内の小中学校
内 容 ： 講演会

・講師 戸北 凱惟 先生
「確かな力を育てる理科学習ー発展的な学習をどう展開するかー」・演題
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◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 ■１５年度からの新規校 □１４年度からの新規校

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級
■１３～１８学級 □１９～２４学級
□２５学級

【指導体制】 ■少人数指導 ■Ｔ・Ｔによる指導
□一部教科担任制 □その他

【研究教科】 □国語 □社会 □算数 ■理科
□生活 □音楽 □図画工作 □家庭
□体育 □その他

【指導方法の改善工夫に関わる加配の有無】 ■有 □無
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